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貴事業所や法人が取り組まれた内容について、下記にご記入の上、FAX にてご連絡ください。いただい

たご報告については、受講状況とあわせて、区市町村担当者に情報提供させていただく予定です。

１．養介護施設従事者等による高齢者虐待防止について、事業所として取組まれた内容（チェックリス

トの活用・体制の見直し・本研修の伝達による研修の実施等）を具体的にご記入ください。

誰が（複数可） 誰に いつ 何を取り組んだか

例 管理者が 
登録ヘルパー含

む職員全員に 

〇月×日ほか 3

日間・各 45 分 

「虐待の芽チックリスト」「セルフチェックリスト」を予め実

施の上、本研修の伝達による研修を実施した 

１

２

３

４

※取り組み項目が多く、書ききれない場合には、別紙（任意様式）にご記入ください。

２．実際に事業所で取り組まれて得られた効果、それに対する評価などをご記入ください。

３．この報告等についてご意見・ご感想をご記入ください。

４．最後に、貴事業所名とご担当者についてご記入ください。

研修受講日 受講された日程に〇を付けてください （第 1 回） 
８/２３

ルネこだいら
（第２回）

１２/１２ 
練馬文化センター

事業所名 担当者名

所在地

区市町村名

連絡先

電話番号

ご協力ありがとうございました。FAX 番号をお間違いなくお願いいたします。 

（提出締切日以降も受付けます。是非、ご送付ください。） 

FAX 送信 提出締切 １１/３０

０３－３３４４－８５９３
高齢者権利擁護支援センター行き
（TEL:０３－３３４４－８６２８） 

高齢者虐待防止取組み報告（居宅系）

sinzai092
線

sinzai092
線



虐待の芽チェックリスト（訪問サービス版） 

虐待の芽や不適切ケアを自己チェックして、高齢者虐待を防止しましょう。 

あてはまるチェック欄に○をつけてみてください。 

番号 チェック項目 チェック欄（○）

１ 利用者に友達感覚で接したり、子供扱いしたりしていませんか？ している していない 
（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

２ 

利用者に対して、アセスメント・居宅サービス計画・介護サービ

ス計画等に基づかず、あだ名や○○ちゃん呼び、呼び捨てなどを

していませんか？ 

している していない 
（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

３ 
利用者に対して、威圧的な態度、命令口調（「○○して」「ダメ！」

など）で接していませんか？ 
している していない 

（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

４ 利用者への声掛けなしに介助していませんか？ している していない 
（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

５ 
利用者のプライバシーに配慮せず、職員や関係機関同士で話題に

したり個人情報を取り扱ったりしていませんか？ 
している していない 

（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

６ 
利用者に対して「ちょっと待って」を乱用し、長時間待たせてい

ませんか？ 
いる いない 

（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

７ 
利用者に意思・意向を確認しないまま勝手に私物を捨てたり、片

付けたりしていませんか？ 
している していない 

（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

８ 
利用者の呼びかけを無視したり、意見や訴えに否定的な態度をと

ったりしていませんか？ 
している していない 

（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

９ 
食事や入浴介助の無理強いなど、介護方法を工夫しないままに利

用者に嫌悪感を抱かせるような援助を強要していませんか？ 
している していない 

（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

１０ 
利用者の身体で遊んだり、人格を無視した関わり（落書きをする、

くすぐるなど）をしたりしていませんか？ 
している していない 

（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

１１ 
利用者や利用者の家族の言動をあざ笑ったり、悪口を言ったりし

ていませんか？ 
している していない 

（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

１２ 
利用者やその家族と、物やお金の貸し借り・授受をしていません

か？ 
している していない 

（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

１３ 

他の職員・関係機関等に対して、利用者に関わることについて相

談ができない等、職場・関係機関でのコミュニケーションがとり

にくくなっていませんか？ 

とりにくい 良好 
（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

１４ 
家族が行っている不適切ケアについて、誰にも連絡・相談せずに

そのままにしていませんか？ 
している していない 

（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

１５ 

居宅サービス計画の内容に課題がある、利用者への支援体制に課

題があると感じても、介護支援専門員に連絡・相談せず、そのま

まにしていませんか？ 

している していない 
（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

(公財)東京都福祉保健財団 高齢者権利擁護支援センター作成

☆無記名で定期的に実施・回収（年数回）し、集計・分析による課題把握を行い運営改善に取り組むことにより虐待
防止につながります。

参考及び引用）東京都社会福祉協議会高齢者施設福祉部会 生活相談員研修委員会 平成 19 年度生活相談員 

スペシャリスト養成研修会Ｃグループ 作成「虐待の芽チェックリスト」

社会福祉法人 徳心会 介護老人福祉施設 いずみえん 作成「虐待の芽チェックリスト」



虐待の芽チェックリスト（通所サービス版） 

虐待の芽や不適切ケアを自己チェックして、高齢者虐待を防止しましょう。 

あてはまるチェック欄に○をつけてみてください。 

番号 チェック項目 チェック欄（○）

１ 利用者に友達感覚で接したり、子供扱いしたりしていませんか？ している していない 
見たこと・ 

聞いたことがある 

２ 
利用者に対して、アセスメント・通所介護計画書等に基づかず、 

あだ名や○○ちゃん呼び、呼び捨てなどをしていませんか？ 
している していない 聞いたことがある 

３ 
利用者に対して、威圧的な態度、命令口調（「○○して」「ダメ！」

など）で接していませんか？ 
している していない 

見たこと・ 

聞いたことがある 

４ 
利用者への声掛けなしに介助したり、勝手に私物に触ったりして

いませんか？ 
している していない 見たことがある 

５ 
利用者のプライバシーに配慮せず、職員同士で話題にしたり個人

情報を取り扱ったりしていませんか？ 
している していない 聞いたことがある 

６ 
利用者に対して、「ちょっと待って」を乱用し、長時間待たせてい

ませんか？ 
いる いない 

見たこと・ 

聞いたことがある 

７ 
利用者の参加しやすさや尊厳保持、自立支援を考えずに、流れ作

業的にレクリエーションを実施していませんか？ 
ある ない 見たことがある 

８ 
利用者の呼びかけを無視したり、意見や訴えに否定的な態度をと

ったりしていませんか？ 
している していない 見たことがある 

９ 
食事や入浴介助の無理強いなど、利用者に嫌悪感を抱かせるよう

な援助を強要していませんか？ 
している していない 見たことがある 

１０ 
利用者の身体で遊んだり、人格を無視した関わり（落書きをする、

くすぐるなど）をしたりしていませんか？ 
している していない 見たことがある 

１１ 
利用者や利用者の家族の言動をあざ笑ったり、悪口を言ったりし

ていませんか？ 
している していない 聞いたことがある 

１２ 
プライバシーへの配慮に欠けたケア（排泄について大声で話す、

カーテンを開けたまま排泄ケアをするなど）をしていませんか？
している していない 見たことがある 

１３ 
利用者に対して乱暴で雑な介助や、いい加減な態度・受け答えを

していませんか？ 
している していない 

見たこと・ 

聞いたことがある 

１４ 
他の職員に仕事に関わる相談ができない等、職場でのコミュニケ

ーションがとりにくくなっていませんか？ 
とりにくい 良好 

（自分以外の人で） 

該当する人がいる 

１５ 
他の職員が行っているサービス提供・ケアに問題があると感じる

ことがありませんか？ 
ある ない — 

(公財)東京都福祉保健財団 高齢者権利擁護支援センター作成

☆無記名で定期的に実施・回収（年数回）し、集計・分析による課題把握を行い運営改善に取り組むことにより虐待

防止につながります。 

参考及び引用）東京都社会福祉協議会高齢者施設福祉部会 生活相談員研修委員会 平成 19 年度生活相談員 

スペシャリスト養成研修会Ｃグループ 作成「虐待の芽チェックリスト」

社会福祉法人 徳心会 介護老人福祉施設 いずみえん 作成「虐待の芽チェックリスト」 



虐待の芽チェックリスト（入所施設版） 

虐待の芽や不適切ケアを自己チェックして、高齢者虐待を防止しましょう。 

あてはまるチェック欄に○をつけてみてください。 

番号 チェック項目 チェック欄（○）

１ 利用者に友達感覚で接したり、子供扱いしたりしていませんか？ している していない 
見たこと・ 

聞いたことがある 

２ 
利用者に対して、アセスメント・施設サービス計画書に基づかず、 

あだ名や○○ちゃん呼び、呼び捨てなどをしていませんか？ 
している していない 聞いたことがある 

３ 
利用者に対して、威圧的な態度、命令口調（「○○して」「ダメ！」

など）で接していませんか？ 
している していない 

見たこと・ 

聞いたことがある 

４ 
利用者への声掛けなしに介助したり、居室に入ったり、勝手に私

物に触ったりしていませんか？ 
している していない 見たことがある 

５ 
利用者のプライバシーに配慮せず、職員同士で話題にしたり個人

情報を取り扱ったりしていませんか？ 
している していない 聞いたことがある 

６ 
利用者に対して、「ちょっと待って」を乱用し、長時間待たせてい

ませんか？ 
いる いない 

見たこと・ 

聞いたことがある 

７ 
利用者に必要な日用品（眼鏡、義歯、補聴器など）や道具（コー

ルボタンなど）が壊れていたり、使えなかったりしていませんか？
している していない — 

８ 
利用者の呼びかけやコールを無視したり、意見や訴えに否定的な

態度をとったりしていませんか？ 
している していない 見たことがある 

９ 
食事や入浴介助の無理強いなど、利用者に嫌悪感を抱かせるよう

な援助を強要していませんか？ 
している していない 見たことがある 

１０ 
利用者の身体で遊んだり、人格を無視した関わり（落書きをする、

くすぐるなど）をしたりしていませんか？ 
している していない 見たことがある 

１１ 
利用者や利用者の家族の言動をあざ笑ったり、悪口を言ったりし

ていませんか？ 
している していない 聞いたことがある 

１２ 
プライバシーへの配慮に欠けたケア（排泄について大声で話す、

カーテンを開けたまま排泄ケアをするなど）をしていませんか？
している していない 見たことがある 

１３ 
利用者に対して乱暴で雑な介助や、いい加減な態度・受け答えを

していませんか？ 
している していない 

見たこと・ 

聞いたことがある 

１４ 
他の職員に仕事に関わる相談ができない等、職場でのコミュニケ

ーションがとりにくくなっていませんか？ 
とりにくい 良好 — 

１５ 
他の職員が行っているサービス提供・ケアに問題があると感じる

ことがありませんか？ 
ある ない — 

(公財)東京都福祉保健財団 高齢者権利擁護支援センター作成

☆無記名で定期的に実施・回収（年数回）し、集計・分析による課題把握を行い運営改善に取り組むことにより虐待

防止につながります。 

参考及び引用）東京都社会福祉協議会高齢者施設福祉部会 生活相談員研修委員会 平成 19 年度生活相談員 

スペシャリスト養成研修会Ｃグループ 作成「虐待の芽チェックリスト」

社会福祉法人 徳心会 介護老人福祉施設 いずみえん 作成「虐待の芽チェックリスト」 



高
齢

者
虐

待
防

止
の

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

 

虐
待

を
引

き
起

こ
し

や
す

い
心

理
状

況
に

う
ま

く
対

応
で

き
れ

ば
、

虐
待

を
予

防
で

き
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

 

下
記

の
チ

ェ
ッ

ク
項

目
に

し
た

が
っ

て
、

有
無

に
チ

ェ
ッ

ク
を

し
、
「

あ
る

」
と

答
え

た
時

に
は

右
の

２
つ

の
欄

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 

記
入

後
、

話
し

合
っ

て
、

内
容

を
共

有
す

る
と

、
対

応
方

法
の

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
が

広
が

り
ま

す
。

ま
た

、
チ

ー
ム

や
組

織
と

し
て

相
互

に
助

け
合

う
方

法
を

協
議

す
る

こ
と

も
有

効
で

す
。

詳
し

く
は

、
裏

面
の

「
高

齢
者

虐
待

防
止

の
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

使
い

方
」

を
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。
 

チ
ェ

ッ
ク
項
目

（
虐

待
に
つ
な

が
り

や
す
い

心
理

状
況
）

 

有
無
 

ど
う

い
う

状
態

の
時

に
虐

待
に

つ
な

が
り

や
す

い
心

理

状
況

に
な
る
（

な
っ

た
）
と

思
い

ま
す
か

？
 

そ
の

よ
う
な
状

態
・
状
況
の

時
、
ど
う
対

応
し

て
い
ま

す

か
？

（
ど
う
対

応
し

た
ら
良

い
と

思
い
ま

す
か

？
）
 

1 
利

用
者
の
「
尊

厳
の
保
持
」

と
い
う

意
味

が
良
く
わ

か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
 

あ
る
 

な
い
 

2 
利

用
者
が
「
守

ら
れ
る
べ
き

立
場
」

に
あ

る
と
思
え

な
い
時
が
あ
る
 

あ
る
 

な
い
 

3 
利
用
者
に
対
し
て
丁
寧
に
関
わ
れ
な
い
時
が
あ
る
 

あ
る
 

な
い
 

4 
利

用
者
か
ら
拒

否
的
な
反
応

を
さ
れ

、
う

ま
く
対
応

で
き
な
い
事
が
あ
る
 

あ
る
 

な
い
 

5 
利
用
者
に
対
し
、「

○
○
し
て
あ
げ
て
い
る
の
に
」
と

思
い
、
苛
立
ち
を
感
じ
る
事
が
あ
る
 

あ
る
 

な
い
 

6 
利

用
者
に
「
ど

う
し
て
早
く

で
き
な

い
の

？
」
と
問

い
た
く
な
る
時
が
あ
る
 

あ
る
 

な
い
 

7 
利

用
者
が
、
自

分
の
思
う
様

に
行
動

し
な

い
時
に
苛

立
ち
を
感
じ
る
事
が
あ
る
 

あ
る
 

な
い
 

8 
利
用
者
か
ら
大
声
で
「
呼
ば
れ
る
」
「
怒
鳴
ら
れ

る
」

時
に
、
大
声
で
言
い
返
し
た
く
な
る
事
が
あ
る
 

あ
る
 

な
い
 

9 
利
用
者
か
ら
「
叩
か
れ
る
」「

強
く
掴
ま
れ
る
」
時
に
、

つ
い
や
り
返
し
た
く
な
る
時
が
あ
る
 

あ
る
 

な
い
 

1
0 

排
泄
介
助
の
場

面
で
臭
い
が

我
慢
で

き
ず

、
対
応
す

る
の
が
嫌
に
な
る
こ
と
が
あ
る
 

あ
る
 

な
い
 

1
1 

利
用
者
の
話
を

最
後
ま
で
聞

け
な
い

、
言

い
た
い
事

や
動
作
を
待
て
な
い
と
感
じ
る
事
が
あ
る
 

あ
る
 

な
い
 

1
2 

利
用
者
か
ら
呼

ば
れ
て
い
る

の
に
、

聞
こ

え
な
い
ふ

り
を
し
て
反
応
し
た
く
な
い
と
感
じ
る
事
が
あ
る
 

あ
る
 

な
い
 

(
公

財
)東

京
都

福
祉

保
健

財
団

 
高

齢
者

権
利

擁
護

支
援

セ
ン

タ
ー

作
成



高齢者虐待防止のセルフチェックリストの使い方 

ケア・業務に従事する中で、マイナスと思えるような思い・感情が心の中に「生じてしまう」

ことそのものが悪いわけではありません。その感情が「生じている」ことに気づき、「しっかり

と手当する」「助け合って対応できる環境をつくっていく」ことが大切です。 

マイナスと思えるような思い・感情が心の中に「生じている」「ある」と気づいているけれど、

「うまく対応できない」ことについて、みんなで振り返り、話し合ってみましょう。 

 他の人はどのように対応しているでしょうか？一人で対応できない時、どのようにしたら助

け合って対応できるでしょうか？ 

マイナスな感情の想起に関係していると思われる項目

〇職員の心身の状態 

体調は？ストレスは？仕事のやりがいはどうでしょうか？ 

自分で対応する手立てがありますか？助け合うこと、相談できる場所がありますか？ 

解決のためのキーワードとして、≪感情コントロール≫≪アンガーマネジメント≫ 

≪ストレスマネジメント≫等があると考えられます。 

〇利用者のケアの内容 

認知症やＢＰＳＤへの対応方法がわからなかったり、どのようなケアの方針なのか共

有できていなかったりすることから、大変な思いをしていることはありませんか？ 

解決のためのキーワードとして、≪認知症ケアのツール（センター方式、ひもときシ

ート、『続初めての認知症介護』のシートの活用等）によるアセスメントの見直し≫ 

≪認知症ケアのスキルアップ（ユマニチュード等を学ぶ等）≫等があると考えられま

す。 

〇「場」「時期」 

利用者や職員がすべりやすい場所、極端に大変な体勢を余儀なくされるような介護環

境等、ハード面での大変さはありませんか？大変さを感じやすい共通の時期、時間帯

はありませんか？同じ時期・時間帯、場で、事故やヒヤリハットが多く生じているか

もしれません。 

解決のためのキーワードとして、≪事故報告やヒヤリハット報告の集計・分析・対応

の見直し≫等があると考えられます。 

〇相談できる人がいない、気になっても声がかけられない 

職員が気軽に声をかけあえるためには、どんな工夫があるとよいと思いますか？悩

んでいる職員が相談しやすい場・関係づくりを、組織として行っていますか？  

解決のためのキーワードとして、≪メンタルヘルス≫≪ＯＪＴ≫等があると考えられ

ます。



高齢者虐待防止のための組織体制チェックリスト 

組織体制をチェックして、高齢者虐待の防止に努めましょう。あてはまるチェック欄に○をつけてください。 

「ない」「わからない」とついた項目について、これからどのように取り組むかを考えることが大切です。 

管理職が運営体制の見直しや事業計画立案を行うにあたり、全職員の無記名チェックの結果を分析して参考にすると、

効果的であると思われます。 

番号 チェック項目 チェック欄（○）

１ 組織の理念、倫理綱領、行動規範等を学ぶ機会がある。 ある ない わからない

２ ボランティアや実習生の意見を、ケアや体制整備に活かしている。 している していない わからない

３ 利用者の満足度や意見を把握する機会や取組みを実施している。 している していない わからない

４ 個別ケア・認知症ケアの改善を言い出しやすい雰囲気がある。 ある ない わからない

５ 個別ケア・認知症ケアが流れ作業のようになることがない。 ない ある わからない

６ 
ヒヤリハットの内容を分析して傾向を把握し、職員間で共有して

いる。 
している していない わからない

７ 
勤務体制や職員の相談体制等、職場環境の改善を積極的に推進し

ている。 
している していない わからない

８ 職員が外部研修に参加しやすい配慮が行われている。 している していない わからない

９ 
外部研修や内部研修の伝達研修や研修レポート等が実際のケアや

体制に活かされている。 
している していない わからない

１０ 
職員の虐待防止に対する意識や日々のサービス提供等の状況把握

が行われている。 
している していない わからない

１１ 苦情相談窓口を設置し、利用者等に分かりやすく案内している。 している していない わからない

１２ 組織内で職員が孤立しない様な体制作りを行っている。 している していない わからない

１３ 
職員が内部研修に参加しやすい配慮（時間、回数、職務としての参

加等）がある。 
ある ない わからない

１４ 
職員が組織内の委員会活動を積極的に行いやすい体制になってい

る。 
している していない わからない

１５ 
職員一人ひとりの研修ニーズを明確化して、研修計画が策定され

ている。 
している していない わからない

１６ 
利用者の金銭や貴重品を預かっている場合、その管理は複数の職

員によるチェック体制のもとになされている。 
している していない わからない

(公財)東京都福祉保健財団 高齢者権利擁護支援センター作成 

 参考）(福)全国社会福祉協議会「障害者の虐待防止に関する検討委員会」作成「施設・地域における障害者虐待防止チェックリ

スト Ａ：体制整備チェックリスト 平成23年3月版」

東京都健康長寿医療センター研究所作成「養介護施設従事者等による高齢者虐待対応のための帳票類等 様式11職員質問票」 

(公財)東京都福祉保健財団「平成27年度高齢者権利擁護に係る研修支援・調査研究事業 高齢者虐待防止事例分析検討委員

会報告書（養介護施設従事者等による高齢者虐待防止）」平成28年3月 



伝達研修用説明資料① 

養介護施設従事者等による高齢者虐待のとらえ方 

「高齢者虐待防止法」の目的は、「高齢者の権利利益の擁護」である（高齢者虐待防止法第 1 条） 

・ 当事者の虐待に対する「自覚」は問わず、区市町村により虐待と判断される（「いじめてやろう」「虐げよう」

と思っているかは、無関係）

・ 「高齢者が他者からの不適切な扱いにより権利利益を侵害される状態や生命、健康、生活が損なわれるよう

な状態におかれること」を虐待ととらえる

・ 身体的虐待、心理的虐待、放棄放任、性的虐待、経済的虐待

・ 攻撃的言動や介護への強い抵抗があるなど、行動・心理症状（BPSD）がある高齢者が、虐待にあいやすい

・ 「高齢者の福祉に職務上関係のある者」には、早期発見努力義務がある（高齢者虐待防止法第５条）

・ 「養介護施設従事者等による高齢者虐待」とは、「養介護施設」又は「養介護事業」の業務に従事する職員が

行う行為のことである（高齢者虐待防止法第２条）

養介護施設 養介護事業 

老人福祉法による規定 
老人福祉施設 

有料老人ホーム 
老人居宅生活支援事業 

介護保険法による規定 

介護老人福祉施設 

介護老人保健施設 

介護療養型医療施設 

介護医療院 

地域密着型介護老人福祉施設 

地域包括支援センター 

居宅サービス事業 

地域密着型サービス事業 

居宅介護支援事業 

介護予防サービス事業 

地域密着型介護予防サービス事業 

予防介護支援事業 

身体拘束との関係 

・「身体拘束その他入所者（利用者）の行動を制限する行為」として、介護保険指定基準において禁止対象になっ

ている。基準省令において事業者が身体的拘束等の適正化を図るために講じる措置（記録、検討委員会の 3 月に

1 回以上の開催、指針の整備、定期的な研修の実施）について、新たに規定（平成３０年度施行）。 

・「緊急やむを得ない場合（切迫性、非代替性、一時性）」であって、それらの要件の確認等の適切な手続きが極

めて慎重に実施されている身体拘束以外は、高齢者虐待に該当する行為と考えられる。

◇なぜ認められる身体拘束があるのか？

身体拘束とは、「人身の自由」や「個人の尊厳」を侵害する行為である。しかし、一方で「生存権」も人権で

あり、人身の自由や個人の尊厳を冒す行為ではあるが、命を守るために他に方法がない、という場合もある。 

たとえ家族からの要求であっても、「緊急やむを得ない場合及び適切な手続き等」の要件に当てはまらない

身体拘束は、「虐待」である。 

（介護保険施設等実施マニュアルの「身体拘束の定義」を参考）

「不適切なケア」を底辺とする 

「高齢者虐待」の概念図 虐待を予防するには、 

不適切ケアの防止が 

大切!! 

の業務に従事する

者を「養介護施設

従事者等」という 

※直接介護サー
ビスを提供しな
い者（施設長・事
務職員等）や介護
職員以外で直接
高齢者に関わる
他の職種を含む

（公財）東京都福祉保健財団 高齢者権利擁護支援センター作成（R1） 



③
刃

物
や

器
物

で
外

傷
を

与
え

る
。

③
排

せ
つ

の
失

敗
や

食
べ

こ
ぼ

し
な

ど
老

化
現

象
や

そ
れ

に
伴

う
言

動
等

を
嘲

笑
す

る
。

養
介

護
施

設
従

事
者

等
に

よ
る

高
齢

者
虐

待
例

一
覧

身 体 的 虐 待

高
齢

者
の

身
体

に
外

傷
が

生
じ

、
又

は
生

じ
る

お
そ

れ
の

あ
る

暴
行

を
加

え
る

こ
と

心 理 的 虐 待

高
齢

者
に

対
す

る
著

し
い

暴
言

又
は

著
し

く
拒

絶
的

な
対

応
そ

の
他

の
高

齢
者

に
著

し
い

心
理

的
外

傷
を

与
え

る
言

動
を

行
う

こ
と

１
．

暴
力

的
行

為
（
身

体
に

接
触

し
な

く
て

も
、

高
齢

者
に

向
か

っ
て

危
険

な
行

為
や

身
体

に
何

ら
か

の
影

響
を

与
え

る
行

為
で

あ
れ

ば
、

身
体

的
虐

待
と

判
断

す
る

こ
と

が
で

き
る

）

１
．

威
嚇

的
な

発
言

、
態

度

①
怒

鳴
る

、
罵

る
。

①
平

手
打

ち
を

す
る

。
つ

ね
る

。
殴

る
。

蹴
る

。
②

「
こ

こ
（
施

設
・
居

宅
）
に

い
ら

れ
な

く
し

て
や

る
」
「
追

い
出

す
ぞ

」
な

ど
と

言
い

脅
す

。
　

　
　

な
ど

②
ぶ

つ
か

っ
て

転
ば

せ
る

２
．

侮
辱

的
な

発
言

、
態

度

④
入

浴
時

、
熱

い
湯

や
シ

ャ
ワ

ー
を

か
け

て
や

け
ど

を
さ

せ
る

。
④

日
常

的
に

か
ら

か
っ

た
り

、
「
死

ね
」
な

ど
侮

蔑
的

な
こ

と
を

言
う

。

⑤
本

人
に

向
け

て
物

を
投

げ
つ

け
た

り
す

る
。

　
　

　
な

ど
⑤

排
せ

つ
介

助
の

際
、

「
臭

い
」
「
汚

い
」
な

ど
と

言
う

。

２
．

本
人

の
利

益
に

な
ら

な
い

強
制

に
よ

る
行

為
、

代
替

方
法

を
検

討
せ

ず
に

高
齢

者
を

乱
暴

に
扱

う
行

為
⑥

子
ど

も
扱

い
す

る
よ

う
な

呼
称

で
呼

ぶ
。

　
　

　
な

ど

⑥
医

学
的

診
断

や
介

護
サ

ー
ビ

ス
等

に
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置
付

け
ら

れ
て

お
ら

ず
、

身
体

的
苦

痛
や

病
状

悪
化
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招

く
行

為
を

強
要

す
る

。
３

．
高

齢
者

や
家

族
の

存
在

や
行

為
を

否
定

、
無

視
す

る
よ

う
な

発
言

、
態

度

⑦
介

護
が

し
や

す
い

よ
う

に
、

職
員

の
都

合
で

ベ
ッ

ド
等

へ
抑

え
つ

け
る

。
⑦

「
意

味
も

な
く
コ

ー
ル

を
押

さ
な

い
で

」
「
な

ん
で

こ
ん

な
こ

と
が

で
き

な
い

の
」
な

ど
と

言
う

。

⑧
車

椅
子

や
ベ

ッ
ド

等
か

ら
移

動
さ

せ
る

際
に

、
必

要
以

上
に

身
体

を
高

く
持

ち
上

げ
る

。
⑧

他
の

利
用

者
に

高
齢

者
や

家
族

の
悪

口
等

を
言

い
ふ

ら
す

。

⑨
食

事
の

際
に

、
職

員
の

都
合

で
、

本
人

が
拒

否
し

て
い

る
の

に
口

に
入

れ
て

食
べ

さ
せ

る
。

　
　

　
な

ど
⑨

話
し

か
け

、
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

を
無

視
す

る
。

３
．

「
緊

急
や

む
を

得
な

い
」
場

合
以

外
の

身
体

拘
束

・
抑

制
⑩

高
齢

者
の

大
切

に
し

て
い

る
も

の
を

乱
暴

に
扱

う
、

壊
す

、
捨

て
る

。

⑩
徘

徊
し

な
い

よ
う

に
、

車
い

す
や

い
す

、
ベ

ッ
ド

に
体

幹
や

四
肢

を
ひ

も
等

で
縛

る
。

⑪
高

齢
者

が
し

た
く
て

も
で

き
な

い
こ

と
を

当
て

つ
け

に
や

っ
て

み
せ

る
（
他

の
利

用
者

に
や

ら
せ

る
）
。

　
　

　
　

な
ど

⑯
立

ち
上

が
る

能
力

の
あ

る
人

の
立

ち
上

が
り

を
妨

げ
る

よ
う

な
い

す
を

使
用

す
る

。
⑯

面
会

者
が

訪
れ

て
も

、
本

人
の

意
思

や
状

態
を

無
視

し
て

面
会

さ
せ

な
い

。
　

　
　

な
ど

⑪
転

落
し

な
い

よ
う

に
、

ベ
ッ

ド
や

体
幹

や
四

肢
を

ひ
も

等
で

縛
る

。
４

．
高

齢
者

の
意

欲
や

自
立

心
を

低
下

さ
せ

る
行

為

⑫
自

分
で

降
り

ら
れ

な
い

よ
う

に
、

ベ
ッ

ド
を

柵
（
サ

イ
ド

レ
ー

ル
）
で

囲
む

。
⑫

ト
イ

レ
を

使
用

で
き

る
の

に
、

職
員

の
都

合
を

優
先

し
、

本
人

の
意

思
や

状
態

を
無

視
し

て
お

む
つ

を
使

う
。

⑬
点

滴
・
経

管
栄

養
等

の
チ

ュ
ー

ブ
を

抜
か

な
い

よ
う

に
、

四
肢

を
ひ

も
等

で
縛

る
。

⑬
自

分
で

食
事

が
で

き
る

の
に

、
職

員
の

都
合

を
優

先
し

、
本

人
の

意
思

や
状

態
を

無
視

し
て

食
事

の
全

介
助

を
す

る
。

　
　

な
ど

⑭
点

滴
・
経

管
栄

養
等

の
チ

ュ
ー

ブ
を

抜
か

な
い

よ
う

に
、

又
は

皮
膚

を
か

き
む

し
ら

な
い

よ
う

に
、

手
指

の
機

能
を

制
限

す
る

ミ
ト

ン
型

の
手

袋
等

を
つ

け
る

。

５
．

心
理

的
に

高
齢

者
を

不
当

に
孤

立
さ

せ
る

行
為

⑭
本

人
の

家
族

に
伝

え
て

ほ
し

い
と

い
う

訴
え

を
理

由
な

く
無

視
し

て
伝

え
な

い
。

⑮
車

い
す

や
い

す
か

ら
ず

り
落

ち
た

り
、

立
ち

上
が

っ
た

り
し

な
い

よ
う

に
、

Ｙ
字

型
拘

束
帯

や
腰

ベ
ル

ト
、

車
い

す
テ

ー
ブ

ル
を

つ
け

る
。

⑮
理

由
も

な
く
住

所
録

を
取

り
上

げ
る

な
ど

、
外

部
と

の
連

絡
を

遮
断

す
る

。

⑰
脱

衣
や

お
む

つ
は

ず
し

を
制

限
す

る
た

め
に

、
介

護
衣

（
つ

な
ぎ

服
）
を

着
せ

る
。

６
．

そ
の

他

⑱
他

人
へ

の
迷

惑
行

為
を

防
ぐ

た
め

に
、

ベ
ッ

ド
な

ど
に

体
幹

や
四

肢
を

ひ
も

等
で

縛
る

。
⑰

車
椅

子
で

の
移

動
介

助
の

際
に

、
速

い
ス

ピ
ー

ド
で

走
ら

せ
恐

怖
感

を
与

え
る

。

⑲
行

動
を

落
ち

着
か

せ
る

た
め

に
、

向
精

神
薬

を
過

剰
に

服
用

さ
せ

る
。

⑱
自

分
の

信
仰

し
て

い
る

宗
教

に
加

入
す

る
よ

う
強

制
す

る
。

介 護 ・ 世 話 の 放 棄 ・ 放 任

高
齢

者
を

衰
弱

さ
せ

る
よ

う
な

著
し

い
減

食
又

は
長

時
間

の
放

置
そ

の
他

の
高

齢
者

を
養

護
す

べ
き

職
務

上
の

義
務

を
著

し
く
怠

る
こ

と
  

㉑
浴

室
脱

衣
所

で
、

異
性

の
利

用
者

を
一

緒
に

着
替

え
さ

せ
た

り
す

る
。

　
　

　
な

ど

１
．

必
要

と
さ

れ
る

介
護

や
世

話
を

怠
り

、
高

齢
者

の
生

活
環

境
・
身

体
や

精
神

状
態

を
悪

化
さ

せ
る

行
為

性 的 虐 待

高
齢

者
に

わ
い

せ
つ

な
行

為
を

す
る

こ
と

又
は

高
齢

者
を

し
て

わ
い

せ
つ

な
行

為
を

さ
せ

る
こ

と

出
典

）
平

成
３

０
年

３
月

厚
生

労
働

省
老

健
局

『
市

町
村

・
都

道
府

県
に

お
け

る
高

齢
者

虐
待

へ
の

対
応

と
養

護
者

支
援

に
つ

い
て

』
７

－
９

頁
よ

り
引

用

③
お

む
つ

が
汚

れ
て

い
る

状
態

を
日

常
的

に
放

置
し

て
い

る
。

③
わ

い
せ

つ
な

映
像

や
写

真
を

み
せ

る
。

⑳
自

分
の

意
思

で
開

け
る

こ
と

の
で

き
な

い
居

室
等

に
隔

離
す

る
。

　
　

　
　

な
ど

⑲
入

所
者

の
顔

に
落

書
き

を
し

て
、

そ
れ

を
カ

メ
ラ

等
で

撮
影

し
他

の
職

員
に

見
せ

る
。

４
．

そ
の

他
⑳

本
人

の
意

思
に

反
し

た
異

性
介

助
を

繰
り

返
す

。

①
入

浴
し

て
お

ら
ず

異
臭

が
す

る
、

髪
・
ひ

げ
・
爪

が
伸

び
放

題
、

汚
れ

の
ひ

ど
い

服
や

破
れ

た
服

を
着

せ
て

い
る

等
、

日
常

的
に

著
し

く
不

衛
生

な
状

態
で

生
活

さ
せ

る
。

１
．

本
人

と
の

間
で

合
意

が
形

成
さ

れ
て

い
な

い
、

あ
ら

ゆ
る

形
態

の
性

的
な

行
為

ま
た

は
そ

の
強

要

①
性

器
等

に
接

触
し

た
り

、
キ

ス
、

性
的

行
為

を
強

要
す

る
。

②
褥

瘡
（
床

ず
れ

）
が

で
き

る
な

ど
、

体
位

の
調

整
や

栄
養

管
理

を
怠

る
。

②
性

的
な

話
し

を
強

要
す

る
（
無

理
や

り
聞

か
せ

る
、

無
理

や
り

話
さ

せ
る

）
。

④
健

康
状

態
の

悪
化

を
き

た
す

ほ
ど

に
水

分
や

栄
養

補
給

を
怠

る
。

④
本

人
を

裸
に

す
る

、
ま

た
は

わ
い

せ
つ

な
行

為
を

さ
せ

、
映

像
や

写
真

に
撮

る
。

撮
影

し
た

も
の

を
他

人
に

見
せ

る
。

⑤
健

康
状

態
の

悪
化

を
き

た
す

よ
う

な
環

境
（
暑

す
ぎ

る
、

寒
す

ぎ
る

等
）
に

長
時

間
置

か
せ

る
。

⑤
排

せ
つ

や
着

替
え

の
介

助
が

し
や

す
い

と
い

う
目

的
で

、
下

（
上

）
半

身
を

裸
に

し
た

り
、

下
着

の
ま

ま
で

放
置

す
る

。

⑥
室

内
に

ご
み

が
放

置
さ

れ
て

い
る

、
鼠

や
ゴ

キ
ブ

リ
が

い
る

な
ど

劣
悪

な
環

境
に

置
か

せ
る

。
　

　
　

　
な

ど
⑥

人
前

で
排

せ
つ

を
さ

せ
た

り
、

お
む

つ
交

換
を

し
た

り
す

る
。

ま
た

そ
の

場
面

を
見

せ
な

い
た

め
の

配
慮

を
し

な
い

。
　

　
な

ど

⑪
他

の
利

用
者

に
暴

力
を

振
る

う
高

齢
者

に
対

し
て

、
何

ら
予

防
的

手
立

て
を

し
て

い
な

い
。

　
　

　
な

ど
２

．
そ

の
他

２
．

高
齢

者
の

状
態

に
応

じ
た

治
療

や
介

護
を

怠
っ

た
り

、
医

学
的

診
断

を
無

視
し

た
行

為
２

．
そ

の
他

⑦
医

療
が

必
要

な
状

況
に

も
関

わ
ら

ず
、

受
診

さ
せ

な
い

あ
る

い
は

救
急

対
応

を
行

わ
な

い
。

経 済 的 虐 待

高
齢

者
の

財
産

を
不

当
に

処
分

す
る

こ
と

そ
の

他
当

該
高

齢
者

か
ら

不
当

に
財

産
上

の
利

益
を

得
る

こ
と

⑧
処

方
通

り
の

服
薬

を
さ

せ
な

い
、

副
作

用
が

生
じ

て
い

る
の

に
放

置
し

て
い

る
、

処
方

通
り

の
治

療
食

を
食

べ
さ

せ
な

い
。

　
　

　
な

ど
１

．
本

人
の

合
意

な
し

に
財

産
や

金
銭

を
使

用
し

、
本

人
の

希
望

す
る

金
銭

の
使

用
を

理
由

な
く
制

限
す

る
こ

と

３
．

必
要

な
用

具
の

使
用

を
限

定
し

、
高

齢
者

の
要

望
や

行
動

を
制

限
さ

せ
る

行
為

①
事

業
所

に
金

銭
を

寄
付

・
贈

与
す

る
よ

う
強

要
す

る
。

⑨
ナ

ー
ス

コ
ー

ル
等

を
使

用
さ

せ
な

い
、

手
の

届
か

な
い

と
こ

ろ
に

置
く
。

②
金

銭
・
財

産
等

の
着

服
・
窃

盗
等

（
高

齢
者

の
お

金
を

盗
む

、
無

断
で

使
う

、
処

分
す

る
、

無
断

流
用

す
る

、
お

つ
り

を
渡

さ
な

い
）
。

⑩
必

要
な

め
が

ね
、

義
歯

、
補

聴
器

等
が

あ
っ

て
も

使
用

さ
せ

な
い

。
　

　
　

な
ど

③
立

場
を

利
用

し
て

、
「
お

金
を

貸
し

て
ほ

し
い

」
と

頼
み

、
借

り
る

。

４
．

高
齢

者
の

権
利

を
無

視
し

た
行

為
ま

た
は

そ
の

行
為

の
放

置
④

日
常

的
に

使
用

す
る

お
金

を
不

当
に

制
限

す
る

、
生

活
に

必
要

な
お

金
を

渡
さ

な
い

。
　

　
　

な
ど

５
．

そ
の

他
職

務
上

の
義

務
を

著
し

く
怠

る
こ

と

６
．

そ
の

他

東
京

都
健

康
長

寿
医

療
セ

ン
タ

ー
研

究
所

（
東

京
都

老
人

総
合

研
究

所
）
作

成
　

平
成

３
０

年
一

部
改

変



伝達研修用説明資料② 

養護者による高齢者虐待のとらえ方 

「高齢者虐待防止法」の目的は、「高齢者の権利利益の擁護」である（高齢者虐待防止法第１条） 

・ 当事者の虐待に対する「自覚」は問わず、区市町村及び地域包括支援センターは、客観的事実で虐待を判断

する（「いじめてやろう」「虐げよう」と思っているかは、無関係）

・ 「高齢者が他者からの不適切な扱いにより権利利益を侵害される状態や生命、健康、生活が損なわれるよう

な状態におかれること」を虐待ととらえる

・ 身体的虐待、心理的虐待、放棄放任、性的虐待、経済的虐待

・ 同居・近居家族からの虐待を「養護者（高齢者を現に養護する者）による虐待」といい、区市町村及び地域

包括支援センターが対応する

・ 養護者（虐待者）の支援を謳っている（養護者を罰することが目的ではない）

発見・通報のポイント等 

・ 「高齢者の福祉に職務上関係のある者」の①早期発見努力義務と②高齢者虐待を受けた高齢者の保護のため

の施策への協力義務                          （高齢者虐待防止法第５条）

・ 虐待と「思われる状態」で通報できる（証拠は必要なし）

・ 通報義務＞業務上の守秘義務

・ 通報者を特定させる情報はもらされずに対応される （高齢者虐待防止法第８条） 

【（公社）あい権利擁護支援ネット作成の図を引用】 

（公財）東京都福祉保健財団 高齢者権利擁護支援センター作成

（高齢者虐待防止法第７条、 

個人情報保護法第２３条） 

大渕修一監修『高齢者虐待対応・権利擁護実践ハンドブック』 

法研出版,2008,p.26 より、一部改変 



６．その他 上記項目以外に気づいたこと、気になることがある場合に記入

出典）首都大学東京　副田あけみ教授作成の様式を一部修正

高齢者本人氏名

生活状況 資産と日常生活の大きな落差、食べる物にも困っている、年金通帳・預貯金通帳がない等

支援のためらい サービス利用負担が突然払えなくなる、サービス利用をためらう等

　５．経済的虐待 サイン；当てはまるものがあれば○で囲む

訴え 「お金をとられた」｢年金が入ってこない」「貯金がなくなった」などの発言等

態度や表情 おびえた表情、怖がる、人目を避けたがる等

支援のためらい 関係者に話すことをためらう、援助を受けたがらない等

　４．性的虐待 サイン；当てはまるものがあれば○で囲む

出血や傷の有無 生殖器等の傷、出血、かゆみの訴え等

高齢者に対する態度 冷淡、横柄、無関心、支配的、攻撃的、拒否的等

高齢者への話の内容「早く死んでしまえ」など否定的な発言、コミュニケーションをとろうとしない等

話の内容 話したがらない、自分を否定的に話す、「ホームに入りたい」「死にたい」などの発言等

適切な睡眠 不眠の訴え、不規則な睡眠等

体重の増減 急な体重の減少、やせすぎ、拒食や過食が見られる等

態度や表情 無気力な表情、なげやりな態度、無表情、急な態度の変化等

関係者に対する態度 援助の専門家と会うのを避ける、話したがらない、拒否的、専門家に責任転嫁等

　３．心理的虐待 サイン；当てはまるものがあれば○で囲む

適切な医療 家族が受診を拒否、受診を勧めても行った気配がない等

適切な介護等ｻｰﾋﾞｽ 必要であるが未利用、勧めても無視あるいは拒否、必要量が極端に不足等

身体の清潔さ 身体の異臭、汚れのひどい髪、皮膚の潰瘍、のび放題の爪等

適切な食事 やせが目立つ、菓子パンのみの食事、余所ではガツガツ食べる等

住環境の適切さ 異臭がする、極度に乱雑、ベタベタした感じ、暖房の欠如等

衣服･寝具の清潔さ 着の身着のまま、濡れたままの下着、汚れたままのシーツ等

支援のためらい 関係者に話すことを躊躇、話す内容が変化、新たなサービスは拒否等

　２．放棄・放任 サイン；当てはまるものがあれば○で囲む

態度や表情 おびえた表情、急に不安がる、家族のいる場面いない場面で態度が異なる等

話の内容 「怖い」「痛い」「怒られる」「家にいたくない」「殴られる」といった発言等

あざや傷の説明 つじつまが合わない、求めても説明しない、隠そうとする等

行為の自由度 自由に外出できない、自由に家族以外の人と話すことができない等

　１．身体的虐待 サイン；当てはまるものがあれば○で囲む

あざや傷の有無 頭部に傷、顔や腕に腫脹、身体に複数のあざ、頻繁なあざ等

虐待予防・発見チェックシート（第２版）

生年月日 　　年　　　月　　　日

記入日　　　年　　月　　日

確認場所：　□居宅　　□来所　　□その他（ 　　　） 確認者(記入者に○)

確認時の虐待者の有無：　□有　□無　□その他（　　 　）

歳性別 □男　□女

東京都健康長寿医療センター研究所（東京都老人総合研究所）作成 

養護者による 

上記に当てはまる状況があったら、

区市町村・地域包括支援センターへ 
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